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テラナフ トールの合成研究

θZノクがあげοιi形 の状∫物 わ〃/ンS″
:〃 ぶ́″ηべ封

産々の中から発見さル′42)3'そ の考じtヽ花菌稼バ注目2ルてメ未.同

じA材ん″〃夕aク だ扁ずるあか々  ι″み′Z′χ2■λクレ易鬱(の 'デ :

ル″みと″υ″ル の
わざよびじ麟 た′ を2タタシη(の

のなぜ=
群のべ卸Z勿がス々こえよされ、右教化ギ 1■ タチトラサイクリンクとしヽ
力な し、ヽ外でが雇n■ れるに4つ た。     

・

これらのテ トラディクリン鑽 感グラム陽佐およびグ
｀
フム後檻の‐嵌笹

菌にもちるんのこ
`、
ぁる種のネ 虫欺t リケツケヤ、 ビ´ルスなぜ|〔 対

してつを しくる資を解土ずる々を示 レ、丘昇れ生笏女のκ禾的Z衆その

一つてして不可欠の地在乞とめてにヽろ.

燿中.θχタルあ″′`′
″ ″

は最 も早 く発 見さん
`

.       ´       `″    〃́
`″
ごんグ″ め́mZ笏勿〆らの

熊椰質的な努ヵ:′1ょ つて, いう早くその催た構整式バ【ムされ、aグ ス未,

テトラサイクリン素の中で最も重要な物女の二つてなつてし、る。

Z筵髯弦

^ノ

 クー亥%レπιル/′″ ″′―/ち ′4t%ノ /′ Z″ι~

ク´んZ ttθ 一 ′′ 島 4/る んろ /2ん 一 フレαπ %イ
カ′ ― Z一 ″″蒻 〃Z「 /′ /ノ

ー

″″客二2■ル′́ 勿 えα″Z― ι″′a″″″ルク
`/り

の覆ムに|ぎ′みたわ

χ́〃をた多2/″蒻ク の分解反応
〃ハのおよがあクι′れ もし んεどπ/4」

孝を2″みタルタzZ′
″夕
'ルz2シ″2ι滋′

)な どのハ解涎績体の構褻バ

菫要な筵∠なって、、る。

今回 をだ勤ご′ 象f/ル易多ツLοιク の構整∠′心裁術拠に関壺しこ
(イ リ

●
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ι ぢ よび'p率:挙子付奉
L/、 1・ごろ:セ /り のさ戌上菫黎 なヤ1744あ 一つと考

えャれる― 脅 ″ 翔 乏煮図レ.′′
`二
%″ ′一

′ニカ́ルクF′ι〃多彪ノ%|″′―/″髭/%〃∠%ぅィ%イ%″多″ι

(´ を合戌レてJ″ 4ρ%ン%′/の憐ヒt

大 たする孝がよ禾 た。響

■
、
こつ 名 ス`:,,こ渉

多″をあ%今
~あ σレ:D派 の舞 整 |ぎ稚 た式 の丘 1ウ ぐ

ある孝がわも`る∠Zも に:二 にゝなつたレ あたノη″勿シ″ ηた薫
"  :蒸易なら式法が、デドデサイタリン績の合戌/‐fえた雄めて考曰なもので

あるZい う之修がい れ たち
・ 9χノカル″f〃 ι 夕%(/Jlヒ縮 しヽて̀発
｀`
ぇ喜んた●群」のテトラサイクリン

類にお`いて、4凌笏ウ́移ι24″多 ′

'0が ら選元スバによつて

ルレιtグ々 ″りが得られる孝

: ″多 :.´〃う多鬱′あ″ ″み ′θりの

ラZ委液″|■貞花ナトリクムZ加 え ‐

ろヒ́″′易ガリあ のjヾ  ・
得 られ る孝 ノグな毬 に よ つてテ トラ

サ イ クリン籟 密互回 の呵系 べだが どな り.ズ ′ズ のだス 墓滋燿物乙勿易 ―

基 あ.二林鼈腹 あ茨仏 1七 よる ンタ勿あ′″″
″ がら 4″ _をあえ″ α錫″

ク蒻 〃易 )貸の妥移イム攻施夕～
2わ さらにン4/′ノ″ ち`よび/

在に並えだ
｀
ケト|シヨた|ま水咬壊雀合■.β ―ケトン数のスず及た1つ など

しヽずズしもその北菌性と酵 質添してた日すべ創錮題である。 1‐ 一 「

粋
iん″]多ッみ 青峰つし響 イタルタ

OH

COrlH2

H0

メ

r/p ―H′

r″  ―百′

`」

リ ーυ´

びリ  ーBr,

9

こえ,
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この派卜■チトラサィクリン類が注ビされるに至ったのは1第一にその榎

れたえ菌在日によるものであろが、また一方には、〃′́″Sル易 ′

″″ ら′を
・・
でヽその特采な雄ビバ´拳に解照されたゝめにも

ン

よるてヽあろう。″:タノ                  : ,

〃́ 力́∫クル争.1″″′ノ″″々 π らの構準看%の |」主にそのア|レイ リ′解
およバ′菫ス分解女れを烈腐 して行ガつれ ,ア ルガリ分解では

各/7/″ χ́ノデール″杉〃ρ滋%みん (η′多笏%んα〃́″‐み́こ″
`ち
およ

び`多″″タル杉イ

“

り事、歌術 ではし″れ易″蒻家タリし,■
形ί″名′′%′〃″ぁルπ易4/勿ンク(/″り′契お`よびρ―タタ z´ 咤́′″

7イ
ら な 死少々留リク

カ ζ″2ど よびr次衡分解 戌傾体 である。

ノ■″″″

`′

ろみ役fι

`″

″
"童
 ́ 」を重%`昨 畝 による壺元

^解
反

た に|う

=ば
「 〆″″〃イ|〃″髪杉/夕後で易ねZ滋″″ 多ι滋

“

の′

-7蒻
′乞́ジZ24ン2″ノ″を多グ́

れ (′め ｀ .レ″多し多ιι″先£ギレらθυ

な2の 分絆べ紫娩均て らルそれ ぞれ、その稼 こ t.貢 に二X峙分解女た ′
その//gで 絃穴 し、′ィ/ルク λグ ιιルギ かわの生裁嵯卸匠き考家 しを

/4~.こ

の蒻缶‐■笏嶼 の構にバ (/り 〆夕1艶 レたのて`ある。

しかしながら`歿等の このィ 冤におせ`てはその錐:七 にぎ
｀
る名今解戌傾

体のが鈍ミ}■ ′つて`てはた んどを鶏べ術証顔

`専
えてヽヽなヽヽ.

″クはどω乙ィらの1ま
‐力7″脅υ場 の甚ジル場;議解する

Fぐ―プ′〃́ιί71をめ有 ノ́′′ιィ彦ζタリ′/ι形'プal″こzzのり′菱弁
1弯lι
―あと考形イ多ン′レ多ン′Zゼノクのがツ/1われる争

ノつからじ :
χ́♂ズ物クん71α多易ジ ″D瑕は′,おょび

｀3社に置がり箋―aら lσメTαろ

屯清するブfノ ニル稼αのであろ∠推たレたバ .:こ の手はより核有なス

|

H0

:           εH3
|

◎ふCII‐ C
H0  1           HO               H0

ψ′′ノ

イ午下での アルカ

ノ                       ′

ζ″υ         (2つ

リネ解によつて 7-″ん ギ多_タツ″″κ勾″御ZZ%υ多襲ク
“
2
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厖 ″ 多″ 成 o2グ ″

争り`らした め られた。

`00月

イカ′を′滋多?-7老蒻″|`″ :バ行わ移る

、ミ iゝ■拾、ヽて― ′ιノ″′ノι 名グ/(り  の

こ質ば′%″Z″%π%ν鶴髭 (′りのθ.p琴そ

の重ゝのくではなく、三X的に
'IⅢ
したもの

と考えられる。師ち.`″ に々 なするタス採縫

1   弦は 繁多ル為′%′ιω脅 に |なく、 ス1

-″ ′ノι″   (″ の不奪 ご∂米 ぼ//L学的に移 l■ て`あ リ

さらにε3姜 !ご旅黍之名かしているミヽ の,Cr(7ジ て`|ま ラクトシのσ一́ 結合

●
０

ο
TCヽ cノ
/C~θ =0

覆 |‐´
H0

●

が存在ずる攀なぜ【考えン■ψりの構毯から′ザ滋ルん%ιO%″ η輌乾ば

レ″なる部分構ヒZ有 ずるギバ昭かとなる。

以上のれ論はスキ ら1/― よる     _

蒻 ″蒻 た ″グZζ′りの谷成 によつ

て笹聾くが与え られた。 デジ

(jル′

'

つぃで、わ0多のアlレ ヵり芥稀劇嬌彰

^∠

レて滋″え́ レ易 ノ́ι ″″∠ ビ

同時に得ら4る 蒻 ″/%タノライιどの農立は 夕 ff′イ
場%の

θ,D家 の構ι t葵 に頭かなもの|を して t、 ろ。ので″リ

/―― グ 杉 ク 〆♪ ほ ′′′/力′θ夕 の(`能 もつ稀黎樵 のブ=ノ
ニ)レ/11カ玖 (′κ″ Zタ リ で あヴ.魚水函畝

`ピ
リジンと囀てヽてアセ′

ル花 ずる
`Zカ
ノ′″″″ つく`得 ら,ιる筆 りヽわ.3材 の該系凍子は何ォιウ

弦離の水該基 てしてななしてぢ り・イク九 一尺 %́法 にようど―イ函つ

σ―ク。獅峰 %。 ιの2-夕彰ル/の 業外部啜液スペクトlレはナ
プタリング葵

“

ふのそれによくこ似レても`る。この拠励歿化である孝、元

索介竹値がθ′/〃/ζP//り。 r//コ |■ :1致するキなゼからもナノタリシ核の

作准バ雅てされ′|これをアルカリ敵解するヒ毛ノカル択`ン酸

(メク 多%笏 ″ ι ′ c″L″ ♪ 屯 生 じ ′ 冥 1く こオしt ttEゆ

`太
軟 尚 す る 乙 .

/― たノ為ノ μ夕Z=h… バ行われる守が L々移″″ グ〃 κ́ ほ
● ●

(`リ
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/― ″″″%〆ぇ?ンタを表4″′ 曰諧 をもつ こ∠が昭かとなつた.つ
労フヒ欽仄たはる象毛 tこ し、その火外都崚Кスペクトリレが`z′´

^｀

まず

ン∫二
‐
″4′妨ぁ4蛯2″カグらピ:力 しの′ょ(△衣すろ筆かわ.3傾の

二ち″基のヤス獅ぼ ィ
ニタ杉ルタ笏タノン2ん ″々zク ク′′=在 力ヽ

フ
～
′ =在 に存在してヽヽる・争が多てセガtた が、翡1隊の餃友t者 レく増大
i`せ :ズだク衆あ並彪知色栓醐勿4う tヽ てる1卿核の酸濠之要なさせ_るオなら仏P//)

七刻たした結果、/.♪二″π′′ルみιれ″残∠ 半一致した

'''リメ上の化家ι |́′をあた咤だとめたιのなの分飴たη七稔イレた経尺
t・ 力`ら,― ―グ ル/ら対してク.ター%蒻 凌″―′ニカ
蒻″′ノタ″ン年/-2グ″夕′〃夕舛た″る数多αりなる准文酵吃式べ

κムtれた。        「  ‐ .・      | 「
メ上
1様
な滋ヒtも つ ― ″ 夕 勿 み ″

ビ・″多々′ 腸́ ′′ち´
`〃

(″との雀戌から、 そのヤベシ,ビジ骸以外あ夕個 の灰家も同一定凍t有し、

有ルも ′χ′を場 あ多 ″しレ 1・ 4二 つレかなぃ ι_ご〃
`室
とフェノール

′ヒ水彫等製のメタ4コ`有
レて屁り[ 手たこの水液基わオツト伍に緒合 して

、ヽろ戻秦 |よ欧茨∠縫杏 レてし`るノ な性の点から商老バαク をク多υ αら2
1の日じ考

“̂i二

呵六千ろ争に
'可

かであろ|.:

|こ の穆%多″そ′%ィ :の 生成Z猛
`膚
づろたのになに●″の都分構立

がら´ケ整んでしの構壁屯雅たした。′
ジ     ~

●
●

°ミ
Ct―ご・rc´

´ι tt ο tt0

0
:    ψ″

0

″ リ

″ ″:こ の部分構峰式 (」可セ層しヽ今ビ物 蒻 ″珍〃/'
′αソ:の ヒ戌丘覆は各場に数頭されるこ   _ :

黎 乙′〃 ノ′′孝与 4う。
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Fllち ,●りにたし`てわなよびπにたげるθ一ι篠合の呵烈によりγ砂

がビ内するク このアルデ し`ドが亡べずるて|■時IC ι〃位の水黎墓が滝ぶ
■う}ナ ろ́ こヽ にヒ戌レた(″りのイ考

“

ず事グアルデ`ニドのf%に■う
動 ●4ρ て― ″ ″ング場イ:(タ バ暉減す

る.マ  :   _
一方′″″ιク′″′どこぁク数年(′ )の に戌こ杉11ζ″♪ク`らそ′εィ‐ぢよざ

ノにメンすろアルヵり肉裂灰飛 tに て下名 クセ く禾さル各ろ。"

“)写 c虻)駆三LL■日0
,|

・ の■‐尋 1ク1
′ヤ0

´更 i■ このカ ィ″″′′″ η層 彦は畝 およびごえ分解 によろ まリ

Й次の今静戦後体 の`ι D系 レ■由柔 した部分_ぉ:4び ″ η″ Z`7″ ″

う` .ら も手 かれゃィク
厖
‐
彰蒻レン

ぐ
αン に 4っ てしネ重の しのでit雄

めて菫黎なものである。           _       f
i因にし/―笹 ″ ″ の家 %で ある /′二脅′グ物Z易易影

嘴猪 色 々 ず る花 春 ケ lCは ,ノク%″″″′ %場シ
′の た |■ ′″ ブι イ´ Z

ご2,リノ ンタのるよ坊a`//ィ多ノガ～
′ヤβ・
刀σ2シ%″クの子?|｀ま:び |`

皮=力笏夕笏
易 ζ′

"子

り たとが輛呼々 れてだり:●
●

(1タノ
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ヾり仁に水畝募七右するたハ竹∠して生か戌な2の えたがわも劇 lじ tも

乏れて｀ヽろが、その合隊 |よ
`お

aOノリ の々はなわ 71tて おらず| か淡の

調踵 ιレて残 されて、ヽる′

今日,を看早′の
`′
を
`'多
ツ aク 多々の冶唆祈名に関重して その瑾か

花△初 ι考えられるス惨z死幼ηゥヵ乙ろみ′
`″
′ハ滅な屯稔計 レて、多

鑑位 tイ璽ろイぐこであ軟峙各易に心戌ス禾る孝髪知ると夫1_~m″夕機 譲

た与えらルていた燿て式 (の のエレ (ヽ孝t証 ,オずる争がム来た。わ

尚 :こ の方ス |ぎ今後 の )ンォラ ク´咤″″2凌
%の 合成猾 先に有層なもの

0あ ろて以I特水衆る。

著者は,あ ゑグ″″ι′″ン の合れに関重し,そ のそ侑笑裁∠レ

千β―″場亥ノイルマンクノ́″″ およびその質妥レ本のポリリン該による

一` ι′′′J 一J■生_タ
●

ε1/J

R:       卜2

3-%ι 浚弁 れZ%″ が で葵請窓への呵派なた t形浣守レ`秒  ■ ゝに行

CHt
Iv //- c*cHz

/.\u I

Rr Rt

′々:ん :バ 3ァ  ろ  σ//Jζ ίグ,D なぜ

られた気」ス■t∠ 、して ″笏凌′易 ″グル́ノι′ィ鯰Z`〃―
`″
″メ駿″́

ζ́ノンん 資 3-″〃″′ιttZ勿― ―Z― ″́ ιれ″
p っ́ の心戌

七∂―″ ″々 ″後%″Z` からム肇して、ルζ⊇―r″認後″′ル4/リ ゴ

イ蒻夕 2′ ι ″´ 〃
これが 音経 て行 つ たバ .′

り この中向僣 t ζJθ♪ばイЦ塗 ′

2_′こ′ィンノイ行シζル′Z老 `フ
トロム酢磁ヱケlt/ど のパヮ物Z″∫́′イバ

セ復 て.よ り容易にな子よくな減ム乗ろ孝屯41り 、そわ上 〔ヽこの反た の

いと鮮υホはz鯵/ノ ー″″移″クプa″%′ノヶ″乞_メ _′ 多́κ々 滋 ぐ′υ ∠tヽ ク

結斐
`看
し、 二えを僣水分絡 して石 られる ジカ′レボン殷 ρヽ4口れく する

∠凄催ロムレてラク トンカルボン歿 03り ∠なり、 このlSIの 盤識乞の場&に は

(′♪

●
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ん でヽアル功りi介静咸僕体中な老れた・ん _rpノタ″多|のを成を行
い、そ71tが前量のように/′一″z7ノタ笏∠勿′″ %セ なする幸IF善
日 して .二 化 電 ム 祭 原 今 イ して: これ iCル%物 %の 発 え した ナ ト リ クヘ

プミドの存在下“浜体プシモ
■ア.中でのδ′″″ 転イi来 七れ輌して

ら成する計画zえ てと。まずそのそ備実験てして/二 ″ィカ物″` 
から

1発
し■_イ=´

%″″珍%′義 ″ ∠し/―″ルク残′″夕ん:磁杉″
″″=な。み 滋 屯ハ戌′力
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,二 ″ き:ナ ト′7ム アくド
｀
存在下1 ス体

アンモニ了Fで の2-α場甕巧あノZ″竹″ ″〆~〃 ″́タルθとター/―
″
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んちグ多ンァ多

θり への 力物凌ぇ多名 乾 在 七 行 、、.実 に ノ ー
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ミ i、舞〔平ンち
この七栞t./′ _カィ′%/″″毎〆夕 l』 た目 して、日林 に

″後々ケιル多軟位t仁て,クノよ~歩ιんルに″-2-%ン′%″ノグルメー
/― 燿れメ そぅ′ン身%彪彦

.ィ

ャ2ク′,一″7をク勿宅 -́4″″
`ゼ
ー

2ヶZんメι-7ζわ なよびィ←ィク″響 _2彰″ ―
も`よび`そちンわたこ歩 滋
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)をハ成して

χ 豪並 ,乃笏″ 転れ てしヽわれている。
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場ル の分解戌候林

ジ4多多を学 ″ン″ィレ多こ`で`″
盪 蒻 〆 Z″ _″′り:7´″″ιZ″馘%″多 %′イたシ 凌́

ζ3′ジス`ょび
｀
― ″ ″ どそあジ 2′ ″ヽ″ みあ ″′リ セ向警

であろオ`籐 ,/2磁
力′ι″″らの

“

孝せろ′― _7ノ彦/
ち`よびン″″― ″%イ貌れ

'..′

グ/1〔対すろなた継玄べのェレ11孝を証

昭すろ専が広未た。 (ヤ可IЯ参照 ♪   ― rr r   i    ―
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″0 ♀イ  ノ ー123 bR
イκ―〃χttι♪

.          ,αρ′ジ

尚″二.才 可凹にスしたか戌M程にれ形も攻孝 よく承イ
`し
箇質で,1今

後 の:″′洟察%`%窄夕免ンZの 合戌石 冤 ic換 す る ものて だ わ れ る。    .

本締宛に際して:竹僣突如なぅ御老専t翡り二した派書毛―力二に4む
、 公ら牝爾に暉上げ

｀
ます。                  .1 :

・      ズ本面ただ物 力.打猪等十■った青潤恭κ博士にひめ,1大核大孝未

挙杯環を吸笠蜂教雲の物力 `え索介祈 ホタトスペクト,レ声tて ゼ髪蟹螢され
た方々Ic痺く御礼 嘔上ずますら | |   ‐
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ナフト■ルの合成ア フ

′ち″鯵浪″名グa多易ィ のアレヵり分群陥 つ=つ ″ ″″蒻物″

ti4くなでォして、ヽ 5́カ笙薫1雄 べ 、″′算 〃 グのグ勿 ャ
■%惨 ″々2～ ″多彦″亀密′

二/― ″ ″

`″

ん磁∠Z″之 作つ めな 戌による託Иrセな ぃ、 ク̀ダ =
蒻 ″―yt″

竜升
_/―厖″″Z多んノ笏夕″ノ″鯵 からよ発 レて、′傷″′″多

〃″″グ″′´

″″4/基の専＼‐つしヽですトリツムアミドの存在下、本体アンモニアヽ事
での機
“
多ι 軟仁セ後て (どリゼ合|ズ し:そ のたたズの~■ しい孝

`瓢
郵r

すうイが4未 た。 ル タ あZ〆 |」 その堪水唇老バ/′″″グ場形″―

笏 てヽある治がら、これt目いて, そのクイエにメタlレ碁セ3在にヒド
｀

ゴヽギジメ´ル衰屯尊＼する方針ιたてた。
.

/一 〃%″少像%イ スたインタにたける核遺教次たは、こてして夕在に起

り、 3とには卑＼する方スに知られて 、ヽな、ヽ。べつて ″/ノの ク他 1こ ×碁

∞
Rθ   つR
.1  
確の

=→  くPCxY' 。
R0   0K

乞鋒入 し、をい でヽ 3イヒにY基筵巣へ する :t喫がぁろが
｀
、才 二象 のY基 の

導＼ 反爪にも、直接 ＼月tる 方広がな ヽヽためこ当な軟位女た営不‖呵する季

が々えらん た。  ~

寄看核上の階絡在ヨ ヘのな征久た中、合成ズた
`し
て石口 /_‐ ものには

そ 滋え軟仁 ″ `/れわ
″ 核位 ン '2つの二つが知 られてい

る。
多
彩 残 尻 '″

。 ぼ ″ ― 勧 重 イ(膚 レ ./=激 に ″́ ″ 4/一
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´
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“
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′りあ`ょびのりは極めて不安定で合

C/2♪
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`r付17θり    して t卜 之′ 4ア ヽ ドの存年

この 反た が準めて落 度そで率ンでする 争
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い孝羽tろ 本にな :つ た。),1  _1 `t
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夕,し 瑳 t右 するイヒ心物 の有膚なな減Zで あろ4`象 %レ

●

姥肇普|まこの:方
'ス

t才 二象のX雇かうγ tt t専＼すろためlC)■ いてメ下
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も`よび'ノ多″″″のと∠ク%ノ 屯合関する孝がム来た。  |     :

″~~F「
l

: D26oχ′t222死んあP‐力t h02の :ヽ黙 1
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易 ″ 7■ 今 ιTイ =
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～
″多 ノ%クZZち%レι′Zιιれ ィン♪の老い成、/μァィ″
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けつへの嬌専てそあ壺え灰たてからなろてぃる。    i
/ニ ド■以上流′́″ ι&%%l(オキシ鰤けι鉄の存在下、  :

レの売″ ´七作l■こ●了褥ゎれろ〃
-2〃みせ:「 /1

″″脅んろなん乙るノしレタレめ
′″勿.″セ出だ朦月にずる。

“`り
|(メ ケlレア

ミン七
"さ

ぇてメダノー,レヤた夕裂η=″″ の多た下ヽ オー|ク レー

ブ中、本索∠約 夕に f、 原ズ /′
°こで授涯七

‐
|`じ
｀
めろ之 13ク谷、商で大

部
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水系ザスο孝て攻ほに り: 仄た 1まみん :ビ :%了 す.ろ。 三ごた :ヽ、タノん

のよ子でク」ノ″%を%´花多
ニヽノ」蒻 ″

ノ物″れル%″

"η

z%夕71“″蒻 杉易 Z″あ
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`乙
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｀
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ごクの之得る。 この機グろん厖杉αン2`3´うに
“
りにスイιメケ|レ きイヤ呵させζ
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この転雄1灰 なで4ら れた務む箕体の 3叙フ ミン (3り にス名 メチルをイヤ

マ登せ てだらズしろ.′欲逓 ″タラばな妄 2´夕～レ′ダεこi欺位項応凍4
わ (シうこたな してなまの得下 ζ/′グc)髪 水し、アイがr軟イこのに行 υ

た争バゎがつた:      1               1
っ、、こ`t‐ この核位 したアミン

`′

←りt/T二 |ゴの行穫により大なЙ知の

ク´
珍
赫 嗜 ―/一 Z易グ _ィ ー脅 残 み し ′″ ζ%ィ

つ,新工争じ

て転也 したた重髪g禾の〔 |)Hイ確にな′〔ずろ争が
｀
ム禾た。

κ″ダ笏 ら
'め

|ま この種あ3級 アミンの夕級焼の
“
鮮該
^静
威

〃`Zttι″αん で'はス旭暉itズ茶セ雄ムじ翡υ←がたイトな上によ孝も懸ヽヽ

が zクら́ 秒″クレタ にすると長
`な
経泉バ得らルろ幸

`黎
各して、、ゐ″

老孝拍ま、この万ス lCにい、
.核
在ア、ン (3の |[東化ニケ)ン ■作哺させ

て′′%の友孝でノ″″銭%グ `を 作ψDど なし、これをく水確眩ナトリウ

4こ氷確酸中でコ′時由ヵ口無重れして得られるヤ桂物綬左くこして

2■ 4″繊″/724/「タニ蒻 ′乾ノー/―ノ″均ん響%″ ω`
行う三どバム禾た。              i       l
つヽ`きこの多多杉滋
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溶歿 Z水浴 上 /2峙向t口《重流 してれ水分解
`行
クビ、冷「で、灰バ液い

わ呵乙針状品 のアルコール体 、 2-珍″ ″ ″〃イクつ〆年多 ノ滋蒻 み 多一

/― 〃%る多ιι′′ノ易蒻んィノ%″●ι ″カ ゥヾ力↑ム レたら

の はζ́α笏
“
/シ〆クッ影杉〃滋蒻〆″ん0であろ沙`らこォt

セ直接、だメタル仏反たt後てヨ
"竹
ネ、iZ場の%〆鯵″ 7ァィ

災%´イ ρの

でZ得 よわ 乙孝くみ た っヽ
｀
1 ビ Jゾ ンガ盈

“

衆名 ,夕′ンも 場くイ已不 フ熟燿変えニピ 七哺 へろ

方スで1ま石″Lも 漱m劉ズ勿菌の生成
`鬼
うだ
｀
けで:プ ェ ンー″性″負,ま行

う〃ιながつたo

薇 つてまず:旗
"資

の花″ 7%を 現′′
=を
幣之 してイ

ル
:ボ ン感 ∠レ

え後、舷 /夕 ,レ イヒレてeの i二 重する方ス ■とる争に レた。,};  1 lil i

/<, a,n/.o-t- b 36) a{ 2 - nAaVZ Au2yZ a/-e/<}4 a: 2 -zdy'&e;ugzic
タルレヘの該た |二 戸hヽ たオス|=従 フで、ァルコー|レ棒 (夕つの水十ア′ト

ン泥〃れ■近マンガ
｀
ン隊ブリウム屯ι″`レてこ乏て/´ ^ノゴι)で

'時

qか

きませ
｀
ろ
`π
易に反たば止行して〃一″%Zんα移ノ‐/一 ″&ダカクノ=2-^

たソ/イ多%′″ン″彦 (よ 3リ カヾ冬わルろ。このガjlんだン嫉ばく||な 奪

“

年そ

た
`:ク
′/a臭仏/k黎 磁ピ /ノ 1キ |141姻無蛭旅する準磁ノタルイ■〔ッ|ナて、

欣某ル2～ 5。 c(滋σ)の みツ杉啄%み′一/―″ =2■
″グ
彦′ブろ

′″  (7の 七′上げる 。 こ の仏 さ 勿 ′ぶん物多杉η蒻え らに 事 っ:てたの ダク笏″ん

てコィ、ク欧 二 ヶ ル 紗 ぶ姥配ウン  反 爪 によ りた に合 成 さ れて 、ヽ ζ 夕3そ

の式者 〔影笑 ″ θ～2´ 夕:σ t晟♪う こ灌拝kレ ζ隊玖 の箭下Zネ |さ ず
｀
ズ

冤■らがつ1金合成 した多瞭キ
`も
´裟 レえ勿 質 である孝バわか?た。   ・

ここに於て/JLの 〃
-1の

たつたこヱが呵ホ ?重 り /4ど う姜

″z社にヒ行 レたものて`あ る孝バ雀 ,材 さルた。         |

=葬ン灸|二 このノ′レボ
ン畝 ′,メリlさフトラヒドσフランシジタク、水系仏リ

:タウムアメぼ ニウ4と ぶた上1■ル通する∠塔易ヽ■_r_ろ されて、リフ%〃傷́τ―

″ 蒻 ノ
?二 ″ ンレク老4/′

一/―秒 ´ι
=轟

オ・ 力
移Z争%`′ノンえa4り q″ の

角色
`七

品贅」三ヴ、二わ修妥.ィ ニ呵,C示 レ4ガスパ /易2夕ιッZ汐乞′4
ハズl色有効てヽ ある筆屯之誕仏夫れの        1-    1
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Ta″″ィタP/ν膨 わ合成
・6)

′″滋 多″′ι%ち ?の せ クヽノ″乙レタタη″ 塩眩rt2夕 %刻く腋仏

ケトリウムポ渚

'力

■とが し、こ鎧禾

`対

口えそ愛ス がスぇぇ中 ス〆時呵綱    
´

蒸覆ルにして介唯し、反た腋セ餃ノ降|〔 してェーテ|レ招ムし、二れを 〃́:丸ダ

め協静歿Cを宣診次
`茅
つ々てノ多多2′蒻 あたし ′ιιzを と鬱多Kて 1ヽ終ヒ物輿t´   .

ハ`/F・ t`｀た薇の中ノヒ今υ`らク2どん
`グ
レ2tに て:クであれる牧をのフニノー   ・

いに成/7/X十二.以クノどク%″ 残″ `t′ う`名旅七手え ら /ヵ2′タン・
″・す・ ■

オ
嗜
ん 2″
ノ・
ノ ′́
珍
″力婆 ノ

″ルイ%′Z一 /一 蒻 ノ
Z・ %写″%Z乙″ιク″

(メ リベ 屯絃 た し て 、ヽ る Pこ あ笏 質 lょ /花
"蒻
笏老

"ん
j′蒻 々ιを ,

″″希 れ zら 1■ よつてえ」くさ,tた ´

`グ

ル名彰響だ2″ あ唯 准ミ
に豪 も重率■な硬 の二つ てなわて f、 るぁ    '       1 ‐

考看 |」 、前釘 てヽ聾ヾた〃勿″ ″滋́″″″″勿みZの今戌祈乞を基夜
`

して姥″″多c汐フレク多a多 の心戌質毛セ/m~ぃ 、こ1のイL合竹ち`ょびその誘4
小 ■合成ずる孝がボ禾 .そ ガしが′易ル ぞノπ あ わ方ス t筐式 レて直接

ιウ∠ノ蒻 ウ
崚ν多 よけ分解 レて得 た 1ジルィ4/z夕杉滋 ″  ダょび そ`?   ●

斎妥解べ ξル ィ
α″%愛レiα免易多行々 勾″多

ιみる%♪ 之パ :一勿 玖 である争屯Zネ し
セ、ィズそのだ衣ιノた格笠式わ■し、ヽ孝t証鴫ずろ孝bヾ К未た.

/′ ―/″のあろィ%レιιみac/2″  "の にケ旅の方ス′0′を■リマリスα´

″4″多%βあわ ルニ′'4み各シ残 ん́ 2'C鋒)か ら,/′一″
´

移 %“ )`後 て, フルヵウ祠鮮争のし て行 わ滲る。 :       「

′ル4二 ■慕
｀
ち′のたょらと,ぼ´を永殷仏 チトリウム水渚承 Lrジ

｀
メタ〕レ

流敢てヽメタν名 レてi z′ 二″%″レィ%移死″″押 ιレ彪厖 Z“フリ ピし,罠   
・

にオキシ飢 済 の存在下 ″ ブル・ 易″
Z″2を 坂れもこで 〃イユに

木′レ` iレ甕 屯4＼ レ「 :́ζ tt zし厖z%ィンr/´ ″タノ枕ノ物 放
しGり こ

得 て 、ヽ ろ .           :  
・ i     tl           .●

この物負 セム亮″知H‐∠して,メ タルァミンピ′″幾多―″ガιるグ の存在
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下オ ー トグ レープ
｀
中で 1●■下ビえ u勺名心

`″
醜、
‐2級 アミン ;ク′∫―

z易滋 ″ ル
「

/_ノィク蒻4/ι″ ′a脅″

“

″ /一′γ ″ 滋 ι 杉 イ の́を作予
g。         :           i  l   i

で構家奈通
:1」 ギ
｀
該之ポルムアレデ ヒド

｀
こ七日いて〃一メ与ルイとする試

みは戌効 レなむ`つたたの、友殷 ヵリツム存在下.ア `ト
ン烙漱中で`人亜

利のズ名メケルをノアロ査址て家在家舟 てヽあろク薇趨′′,ターメル′ノ%後を
/一 ィ場 7レ

ィ〆
シ́
ァ(1撃″ 懇之′蒻′″ 多 ″ング

参 ガ́ ル ″ ,,

なス ″3～ グこ (移こら名得た。前策に推げろ反瓜次件t颯 ヽヽてナト

リウムアミド
｀
あ杉在下,球

“

ぶ夕・ン三ニァt17で ス′か向項ただゼろと7'%
のllX孝 てヽ筆和上した3薇 アミろ ク・ターZ易″%夕′_2-滋勿″辱 ん

'力

″P/7颯憾

1/1,4メ ′!え″ ん の ご〃がそ られる。こ滲にスにメケレこイ任肩
させて
`路

しれら″薇温 /2り は私業マ′/～ダζ″Zιつぎ物互凍着 びのヒ,

泥私 :し て融長て下 (薇 /′ダごり乏云し、転イこの生行レた幸が考められた。

次、ヽでスイエアミ>(メのに資花ニチ′レ
`作
目さてて′ヵ機%を″,α2● (ノウ

`し
,こ 1し Z蒸不確輌久デトリ1/ム 乙

`も
l二氷辞跛すで猥時1呵筐流ヽさせ7

ノ´んあ ′物″
蒻
7′
′体 影の 色得.どちi二 水旅仏ナトリウムの 3′%

アルゴー ,レ 4生水老荻で佃ボ分解 してか釘すると反た承♪々 をζ―

多́易歿ノタをοχ′'そ 均́滋″′″″″%″二/―′″ ′ι″″てZ∠タタンυ∠ζιつ

`lr「
`す

る。 フしに薫兵 /′2°こ の白こ針ボ品で:著 者べ蒻ν″ ″

に悪べ表該カリウム存ワL下.アセ トンだ諭各ヤ`でズ継 タレ■4■で`ぜて

′ぞ4ク物″Z多脅夕 ″ 炭
″
″́ ん
句グ
%留機易ι ζノリノ諸夫/″~/P/す

゛
ら

`滅
献 して欣夫の確下年末とずl そのノ焼グ/中 で澤t=レ たホ外

“
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ベクト,レも商者バえシ螢l■ 向一″凛々
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前節の笑衆
`口
派 14これ髪置彪れ

'た
メタレノ已する孝 には目髪がそ鯛さ

Jιスので ■アゼ トンキ至沼で重マンがン象 カリツム酸化 レて ′′夕f

″ レ&彬αるグー/1′″Zル′ ′―″ク 教 %ぞlπこ芝Zζノ
`り肇
去〃 夕
γ

/クダ
`ノ

t夕′′えの政キでだた。これt墜系がスえ流中雑i■者尚した夕%
玖イム水表該 之 /ヵ

°
ι l./峙向 1口窓亜)■する1極め てな 易に

`メ

タ ダ仏

が筵り.:タタ%の政孝でクζ́″″影′クノー′″蒻/rノィノι夕〃力′′ι

′炭/1(/ジ ,み 矢 ズ
'ダ
°23●
`f(あ

Zιらを行ろ孝バス恭た。二の花ンヽ

物はう1盆颯■ら名″'4″ バ /_ノ″ZF/7´ 七́ |」
~″″〃′

ι ~歩ια物″ιクル′二2-

“

ぇくわリク夜  ど/り Dヽ ら々五呵の行程
g径て心戌 したもの,1承兵

フコ2-2,■ す゛ι&`ら ど泥融 レてな鞣 ∂降 下手禾老ずキそのZttX´%″

7て 測`【レたホタト啜衣スペクトルはえ移24//%″力″〆
=ア
ルカリ

“

箭ャ

●
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C00H   i

- 盗 :lit←
CH3 0    °H

(θ ()(113

でOτ H3

て行た― ″ 夕″ ″
:′

ル   (″2の それと一ダし,― ″ィ″¨
:″んどι′・グノに.与えわれていた椎てほ盗封 αヨ)の工しぃ争と証

'く

するイが広衣ろて人に″́りがら
“
ガ あ`〃滋教%卿 主反たも前節の場

合
`|■
じ`く、々画図に示したこり、/在から2社へ進行 レんもので`ある
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次、`でこのオルボン核 ″3り乞f_テ |レ中、水乗るリケウムア′レミニク
スで壺ぇすると,育色街晶性のアルゴ́〕レホ.〃′ターろソη″をノー2■
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以上の緒 采がわ χ́
′
`愛
力えツ タ

シ2の アルカリ
^解
戌娯体 申、

ι/2///_2ん なるな 質をもつ フェィール佐初質 彪 凌 _2夕 あ務/,
ざよびそη二次負o分静 戌解 姥易九し易ηノ″揚 ル

|カグィ に4え ら寸ι

てヽ`/鋼ほt緩整ベバ■ し、ヽ孝七櫛リロする争がム来ろてこしに″″ ψz   ｀

駆位がま●́ タ ノZみ∠系花合笏にドぃても椎めてをオ|`童行 する幸き肩

かにする事がム来′‐
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第二章

第―申  第一

験 の実 善r

●

●

●

革。第 一 部 の実験

クーノブZ″ χ́′―/― ノタブ″ノノ〃′′zル 〃́′″′∠″4′杉″形 〃″
“
刀

ダ
「
″ウル′χ́ …/~″ん′湾ナル〃ノε″′々 ζクク (ホタ質ぼ/―″θl力θχ》

- ha-p/.roa-..1-zne -l\.i> di ntliigl{o.znta.rziz/e a pae I 't-4f )A Z,

せて ′/%の バ孝で行わ″tろ リク″ タノん ノチ′レアミン乏略々髪′行より
得たメケ:レ イミンのメタノーリレス派お事び`κπ′́′ //メリァ1と あ α%ノι

(lカ ハタ′♭
`ι
ジにXル全抵 スチ′ιι

`す
る.水未筵左クえた (/′

°
cリ

:4し て猛茂七 Z ・́ι′■上げる (|ヽ だ|」 ダ2気 五・lcな るり. 坂盪tそのろ

てれめの」′分ス内14肉 ′1`● /えた でぁ
つι)に減クレスの メ́ 今日l二は

た力のズ/ftに壱がに4/えただけである。1/峙 l「Iて 反えz終 了し始教絃

妖 セ津無 し、 メタ ノ ー lL/七 綸 ム し て牧 詢 した )呵名く 綸サ ろっ″ ′タス紗一

〃ダこ のくこ夢次笏負 ツヽく重成′,ζ′/%〕。

」暉の一部七繁塚 二 _テ ′レに ビク`し乾脈燿仏バ索がス 電に和 する∠台色

``品
化 の幾核髪七柏 た、プレコー レ

デ
4篠
尋
して蒸
響
ヨ亀 ヤ ″ /一

‐

2P/° 名冬 る。

(ん 為ノ´//″  計算値  ε /4// , 〃 ´ク′

夫強値  `メ タ./∫  ノ 〃 乙′ノ

/一 ρ′̀″′//P/″′″ノ2′″″
`ス

ノ三夕_〃 `あ
′ッノZ″′ノあゎ ′々形の

前イ Z薇 アミン (クル 31こ ネ々 下,′′%ギ協々 ″′,∂ 七カロえ魔くがに '
てつ`らス 1ぜ ∂′%承 ルム アソレグ｀ヒド水遊→次メ′夕3髪 左加 する。 女た

'茂

i=

盗ちに変老 レそ めるたゎ商々派盪 して一瑕笈こずる。次いて濱た (奪争

‐ノ′́
°ご)上 に /′ 蒔囀加でじ多たさせる。反バン女に

'家

〃υ /′
`′
〔ィ晰た

て減催 し』

"1の

ギ餃 :水ルムアルデ
｀
ヒドな注t掏 ス教 運すルばロイこ,三ち

却ヽ

●
●



戌首分 1_2ζ %〃″′〃モカとえて｀諷 ァ
'レ

カリ性之なレ水魚象く綸する .

選ボ表に /′〃
.水
等

“

えてエニカ レ紹ボレ煮水И″25θ夕で乾派後減た燕

綸する。    1・ 「     :     ‐ 1

bP 3/クタんング′  ́ ″凍料ブミンに刀よりばるか,これ翡口なくこ潤べ   ｀

笏負t//1ろ :肢重アタ3(.′′/・ り。           1
ι〃 ///′ /́/  計算猛  

｀
ε ´ ″ /´ ノ 〃 /夕/

・―  ‐   K瞼 値  `  夕″夕/)〃 z`解
~餡
リセ乾蘇 /L`´ テlレに之かし老豚〃〈グがス【こじて

`の

乏″虚=符
K  .

1を、アルを‐ルて三ニタ,レ の見漱より4“名して″′ノァメニηグのの  ・
の色乙僣品
`得
る。         1  1 :

″́〃ル 〃́α″ 計算植 ι 〃′′′ り // //チ
´     K城 猛  ι  /′j立  ′  〃  Z夕´

卜Dり'″ィル/蒻ノル″形/ニダー″ブレ之′
'ι

タタル診′2
″多らん″ ź算″乞∫ζ′ダ♪                   t

3微 アミンψa a'かと屹蘇 メタノール
`グ

ごと ,■ とがし、火ズ下スイこメ

タレス′多tク透お
｀
ゝ着えてが透4ゼち.xャ「こた終 して灰た し、水治

上itで 3´ 今回ゅろやか Iτ IIJ窓壺流 さころ。薇たすグtだ白色街島屯析ム   ●

する
'ゞ
/看〔して

'量
のメタノールて`流わ∠夕含んどに品の夕る(ナ2が各 られ

る。 メタィールよ|'妥蘇老41し て鴨P/夕′す～′́ ′
°
(ιをごりの白色針ィく晶

`も
ろ_再磁晶綱暢0こ エーチlレ 篭巧百えろと実i〔 ク透″ノ″%ルゑ2a t

イルムずる。 メK毛≧  /多夕多.(′″/・ り。
な́//P′ ″́プす」乃ら′  計算値 ε イア′ ノ /7Z夕″       r

・・ しく強値
`・

タッアタィ ノ″ で亀ク/

2L D′ 滅′チヵ′
′乙″ 力″″

'力

′ニクー〃″″ん
ン
_4滋
プ ″を″ わ虚 売

`′

リ

・ ::空えで却呑屯付しためたセガス吸灰管に重絃 した三類フラスコに腋体

: 〃″3 イタ々′′ιι t`り ,つ a``どながゎ金属Й/あ の少庁tFゴえろ。 .●
laち
に青色 に /」 ろ改 /rt物 3り 3の ヶ 芹 七ヵ口た ろ 4金属 ″″ た はげ しく及

2ヽ`リ
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た して //2〃
・//2 とな り乙けて漱 恵《仏 ∠なる,次 いで全猛 ″物 合計

/2グ セ暉ス加え ′後 スに 3´‐今 !オがさ髪ご てル ″尻 ρ波本 ///3県

スス t得 4こ れ |ゴ前雀 ノ″ ″厖´́クル 均 水 ζPの タダ争と
“

六うだ o早

く1`え る_ぇ′
^目
がさまごて んクル ィ 付 /aと 一茂に

`ロ

ネ ″ι″ル を

分解 レて次た乏行上七レめろっ =″佑て髭颯した裁静笏 |〔水および ェーテ

ル七竹 た水層 tエー角 レ綱 ムレ△二」アル魯ム荻〔谷 レてネえ レて(フK

ん 2カク `乾 縣後く旨する。  .  _     .

4/ル
ク なみン/′ 9`:の鋲色

'“

状勿負2´♂て(74/・りt得る.
ら,″ル′〃

i 
オ算伍  C.″ / ,〃 ‐ ′″ .‐  |

.       
ズ衆柩 ι・ 2// ♭ 〃 「′′行 :

尚この歓イエ女たの衣孝はマた条件たよつて着 しく裕監ずる (オ =呵象くリ

2-D′'″クルクイ′′″′′″″ナル着〃ブた″移″ター′″わめιグ/務/ん′″

ノ″夕多≠″′́″2´修 ‐(グ2タリ        [          ´

上な軟な した 3微 アミン″り t夕■のメ//y'一 リレだ∠り`レ
'べ

仏 メダノ

七颯悧に炉えて水をとゆろゃかに ノ府同ビれする.烙ゑ え尚ムレて行ら

plLる 傷乙日本電メタノデル 4ゴ
「
イルの涯漱より岳僣毛 Z裸二 えし、

″?多 す～/° (イイιりの《色針状議 tイそる。     
・ .: ■

ご/`,/2二 ´〃I  ■鑑7直  む タツタ′ノ /‐/'ノθ   l
―    ‐  ・ =  笑瞼値  ε ク ノ́   〃,4クタ
本角は7仁斥料の〃多彩 ′́̀ ん 'レク ζ″宅ルプ /夕^夕～イ́

´

'ζ

ttσち
ビ

泥欲の徹K/′″^/° C ζttιり |〔 ネ茨の略下を記めた,   「

2 * D i r* a ih y0 am) rc a I p.l h gpL - 4 ^nze f h a rg - /- au fh X4 n "f/'fh *b,'a
滋 ノ 勿 ″ 滋 ζ″ ♪      i

拳イエした
.3薇
アミン脅つ夕′古■び嗅Иιェィ¬レ″0を 急ポ メタノーリレ

.:′
々 ι にて/」 Nし 水浴 ムゅろでいに /時 1可旭《亜ひたずる。灰な後、‐浙クを

下え妹七%全 l二綸法 レ:教ち′街そ餡代物僕に夕軍の二●テレtカロえて

減2ヒ 去するこ白色口体
`得
る。攻量 島ア多ζ′′%♪、

|メ
タィマル :ニエ

●
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一チ |レ涯漱 よ り躊化、暑ずると″′〃′よ～/P/° (4π )のく色化 緒 色得 る。
じ/クこ″ /́/73z  計算値  θ  /′.3` ,  〃 Z″

実験恒  ι メ′./ノ ノ「 /‐/ 乙′/

2.-4αわを滋影/―クー″ルを一μ//22形′みグZ/力′厖″ω
上な .´ //7′み ″́′πι(″ Dニ ノ′および`募作1■面ム静ォ写姥丈した琢ヤ餃ナトリ   ・
ウスタat氷 晰額久マ′́ ι !4∠ ろ`し、この熱色重照なた教∠着あ (渥疫 .

ノ影～//′
°
り上に
'′
時 ll■加窓菫え させる。雀

^太
1家

`存
ぴた力まに水   .

tヤえん4ん //ι勾 紛水乞た点してでごえてィォごしフlレガ|ルヒとなレエーテ   ・
lレ て`縦 ムする。
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ノール潅液 七合 して、 小ヨ スタ′ ί tt πのシク●″tt‐171「 入れイく禾 た 4気

な tが オて湿度 ん 2～ :/グ l手

“

無 :ず

`,(4｀

イ は イ尋 たに慮■ )レ 奉 率 ζ
そ

める∠ 3′ 分メ
'夕
■大総 9颯К バ |｀わ リス

～

ほ /時 :1呵

`雀

了ブ 子。1於

灯 してから作昭集
`″
和、アリレゴ■

'レ

乏音久し、不こった刀ス外
=岳
反兵三 .

(首 ,14f■ざろ′́./ ィタ'イタ
・ の冬隼
"バ
πスクiイ ,(ギわ が必尋々 :

勁こう.       :   ::_   11    ・
■ ・ ・  :        :

不漁ゼ熱水
`ィ
アノレr_と かり冶が下髪鰯来//ノがスtこ ず

｀
ろ∠災漏乙コ

体七rFrょ 、三れ茎ァルゴール、エーテ′ィのえスから頼

“

雀話してる。
″ダ

■′イ′
°
ζイιごり η魚4雀尋化の乏該厖て行 る。

ごノク/楊 名〃″  計算色 ι、夕′シ =メ ダt乙ィィ
表り賓後 σ―/2″ ノ■イス イ:イイ:

ク′,.ρ蒻″′///ィャ″
「
/~″ r4・ /―//′々′′ノ′ィ″嗜ノ〃クフイイιル 磁

ター

ル ζ/´リ

上に行られた′

“

~/ヽ シ

“
″′θを乾繰メ//ノ =ル

・ル
`∠
かしよ水ん″θ

/′ クt｀ でX化 メケ/L//′ みZ“えう∠メ
=)■

グ忽しては|ず レ`く女たす

る。1不を上、ク峙口佃く亜流、すうこ率ィ|■ .ドニ之

“

バ|■、衣た準行アろにつ

れて水の生なのた々

“

轟ボ
の ネ11の・ 感次iヤ |こ細サイ■‐墜、琴隼 lノスタイン

ー

′2ιた
`杵
仏する。蒸たな多この煮小メタノ:― ル

=カ
マ4`バ篠↑■4か

●

●
●

(3ノ
'



●

してデ盤レノ次乞ま名乾着レて得 ら4ろ 白こ口庭ばτ戌 りの量の要υ粂た

屯合誉スス鰊tプ セ トン|こ とかしてアルミナの ごθ∠易″″多 七量じ像教え
i除 く。綸虫次セxEザィしば《色針ズ晶【なす //ンブノ2夕α`ル が絶帝に
々 ら″ιる.〃タ ノタ′ ジヽ′

″
'ζ
滋 どリフアセトン之崎六レ乾炊ずれlご

'十′}

(r-3%♪ ″ _″ 乞ら ケ́″乞 `がイにられる。メタノ‐,'レ :エ ーテlC/泥次

.よ り4笹駒 レて ″字2/′」～/′グて厖 ιりの意色針状畠 色得る。

Cノγノ424二 〃I : 者「 孝争准箋 c. ′′//, ノ/ ′/♪
_    久威イ菫 ご、 クアメ′′ 〃 4/フ

クター′″あ //7´ィを′|み励″

“

膨〆/″″麦/ニク″″ノκ杉々ィ́た//2″/2タノ務滋
(どノリ

オス箱に壺ヾた子猪 笑除
`同
大に スノι〃〃2の 漱赤 〃//3渠 狭来 乞Eり

上払 つ〃診〃彦 洗レク ″θル 多をなどえを ス́ 分 百が壱
`ご
て次た 2せ

「
ろ」itス′//1後 //カレこ/■ 1[た て灰旭 t4そ二さく、〃〃〕を旨去 レえ後、水

`

エーテ ,レ七網 え fニ チ lレ 毛
`求
?て 縫水ブ/π250+ で乾燎後 、落く と

治ムするこス肩色海状物資モ得、荻置すltば ぼイムして白こ雀 晶 4な る

ノ′ヶ「σ多 ′夕
二 ′′° 液重 ′夕,(7夕 %D・

ク,ダーρ易′ιι″″ジーク■́み″″け,〆″ ″́″/″/―た形″〆τタノ秘をニ

″ ″牧″%ズ′″2′修 ζ
`2♪

軟イエしてく られた3薇 アミンζノガ七魚水メタ ノールに ∠がレ沢化 メケ

ル色

“

えて水を 上ざ時 閾■〔無壼流お ろ″洛妖 七占久して
//1ら れる白こ篠

晶 tメ タノール、エニテル濾液 より再結 晶 して〃′ 2′ /～ ′́ す
゛
●クの の

く 色結晶セ得 る。

′ル//2レ の ノノI ty筆仏 C,2′夕′ ″/`″
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